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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次　
第15期

第１四半期連結
累計期間

第16期
第１四半期連結
累計期間

第15期

会計期間　
自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日

自 平成22年10月１日
至 平成23年９月30日

売上高 （千円） 1,836,089 1,750,138 7,210,357

経常利益 （千円） 96,078 59,121 582,226

四半期（当期）純利益 （千円） 50,459 1,411 430,351

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 48,790 8,726 423,853

純資産額 （千円） 2,489,157 2,638,497 2,836,809

総資産額 （千円） 7,066,320 8,250,770 8,957,782

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 747.05 21.86 6,436.89

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.3 31.2 31.0

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

４　第15期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。
 
(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の生産活動正常化が一巡し、原発事故による

懸念が依然として山積するなかで、欧州の政府債務危機による信用収縮、円高の長期化や株価の低迷等も加わり、予

断を許さない厳しい状況が継続しております。

このような状況の下、当社グループは「困っている人を助ける」という経営理念に基づき、既存事業の強化と新

たな成長基盤の確立に取り組んでまいりました。 

当第１四半期連結累計期間における売上高は、1,750,138千円（前年同期比4.7％減）、営業利益は137,038千円

（前年同期比19.8％増）となりましたが、自動車賃貸事業において大口賃貸先の契約違反による解約が発生しまし

た。これに伴い賃貸車両の売却を行いますが、買取金額の即時回収が困難であり、回収不能見込額を貸倒引当金繰入

額として営業外費用に計上しております。このため、経常利益は59,121千円（前年同期比38.5％減）となり、繰延税

金資産を47,469千円取崩したことにより、四半期純利益は1,411千円（前年同期比97.2％減）となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間における作業件数はガラス関連サービス６千件、水まわり関連サービス11千件、

カギの交換関連サービス17千件です。生活会員（ライフデポ会員を除く）は新規入会会員40千人、継続会員５千人、

合計46千人です。 

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①　コールセンター事業

コールセンター事業におきましては、競合の攻勢等によって受付件数が低下したことにより、カギ、パソコン等

では成約件数も若干減少しておりますが、リフォーム等の伸びや全般的な成約率の向上によって、コールセン

ター事業全体では、ほぼ前年同期並みの業績となっております。

当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は、カギ部門（自動車、バイクのカギを含む）の売上高が

112,456千円（前年同期比11.0％減）、パソコン部門の売上高が22,892千円（前年同期比12.1％減）となりまし

たが、リフォームの売上高が15,297千円（前年同期比146.9％増）となっております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は、173,848千円（前年同期比5.4％減）となり、

集客のための広告宣伝活動を積極的に展開したことにより、営業利益は58,333千円（前年同期比25.9％減）とな

りました。

　

②　会員事業

会員事業におきましては、賃貸住宅入居者向け「安心入居サポート」会員が、提携企業の販売拡大により、引き

続き順調に伸長しております。

当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は、「安心入居サポート」会員の売上高が257,558千円

（前年同期比29.4％増）、「学生110番」会員の売上高が30,396千円（前年同期比19.0％増）、「ライフサポート

パック」会員等の売上高が141,171千円（前年同期比0.8％減）となりました。

なお、平成23年４月１日付けでバイク関連子会社（バイク会員事業）等の株式を譲渡した結果、バイク会員事

業の売上高が減少しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は、467,815千円（前年同期比29.6％減）となり

ましたが、「安心入居サポート」会員の収益が貢献し、営業利益は96,700千円（前年同期比77.8％増）となりま

した。

　

③　企業提携事業

水の救急車事業におきましては、競争の激化等があるものの、ほぼ前年同期並みの業績となっております。

旭硝子ガラスの救急車事業におきましては、住宅エコポイント利用による窓関連リフォーム需要が収束した影

響等により、前年同期を下回っております。

　コールセンター受託事業では、バイク会員事業の譲渡に連動してバイク関連作業の売上高が減少し、前年同期の

売上高を下回っておりますが、コールセンター受託企業数は引き続き増加の一途をたどり175社となっておりま

EDINET提出書類

ジャパンベストレスキューシステム株式会社(E05509)

四半期報告書

 3/17



す。

企業提携事業におきましては、水の救急車事業の売上高が453,387千円（前年同期比1.0％減）、旭硝子ガラス

の救急車事業の売上高が190,366千円（前年同期比14.4％減）、セコムウィン事業の売上高が19,231千円（前年

同期比30.3％減）、コールセンター受託事業の売上高が165,655千円（前年同期比31.2％減）となりました。この

結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は、828,640千円（前年同期比12.7％減）となり、営業

利益は50,942千円（前年同期比50.9％減）となりました。

　

④　加盟店事業

加盟店事業におきましては、Web広告の拡充に伴い、タウンページ広告の出稿量を圧縮したことにより、プロ

モーション業務による加盟店への売上高が、31,129千円（前年同期比29.2％減）となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は42,875千円（前年同期比21.4％減）となりま

したが、タウンページに係る広告宣伝費の圧縮により、営業損失は77,587千円（前年同期は営業損失103,645千

円）となりました。

なお、加盟店数は441拠点、協力店数は984拠点となっております。　

　

⑤　少額短期保険事業

少額短期保険事業におきましては、賃貸住宅及び持家住宅の家財を補償する「新すまいRoom保険」が順調に伸

びていることにより、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は204,308千円（前年同期比24.0％

増）となり、営業利益は60,383千円（前年同期比41.0％増）となりました。

　

⑥　自動車賃貸事業

自動車賃貸事業におきましては、当第１四半期連結累計期間における売上高は98,263千円（前年同期比

196.8％増）となり、営業利益は11,559千円（前年同期比320.8％増）となりました。

　

⑦　その他の事業

その他の事業におきましては、「シンプルセキュリティ」の当第１四半期連結累計期間における売上高は688

千円（前年同期比29.9％減）となり、営業損失は66千円（前年同期は営業損失43千円）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末と比べ729,538千円減少し、

5,847,369千円となりました。これらは主に、有価証券が100,007千円、売掛金が114,063千円増加したものの、現金及

び預金が991,696千円減少したことによるものです。

　

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末と比べ26,571千円増加し、2,153,794

千円となりました。これらは主に、有形固定資産が8,320千円、のれん、ソフトウエア等の無形固定資産が12,045千

円、投資有価証券が28,671千円増加したことによるものです。

　

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末と比べ270,373千円減少し、

3,252,397千円となりました。これは主に、買掛金が75,872千円増加したものの、未払法人税等が346,712千円減少し

たことによるものです。 

　

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末と比べ238,326千円減少し、

2,359,875千円となりました。これは主に、長期借入金が259,664千円減少したことによるものです。 

　

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末と比べ198,312千円減少し、2,638,497

千円となりました。これは主に、自己株式が141,139千円増加したことによるものです。 
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 192,000

計 192,000

②　【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 68,858 68,858

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 68,858 68,858 － －

 (注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行されたものは含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。  

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 68,858 － 756,860 － 800,060

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①　【発行済株式】 

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － －　 －

完全議決権株式（自己株式等）

　（自己保有株式）　
普通株式　　　2,959
　（相互保有株式）　 
普通株式　   　 984

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　64,915　　　　　　 64,915 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数   　　　　　 68,858 － －

総株主の議決権 －   　　　　　 64,915 －

　

②　【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

ジャパンベストレスキュー

システム株式会社

名古屋市昭和区鶴舞二丁

目17番17号
2,959 － 2,959 4.29

（相互保有株式）

ジャパンロックレス

キューサービス株式会社

大阪府吹田市南金田二丁

目３番26号
804 239 1,043 1.51

（相互保有株式）

株式会社BAC

愛知県一宮市千秋町町屋

字宮浦６番地
180 144 324 0.47

計 － 3,943 383 4,326 6.28

（注）１　上記他人名義所有株式のうち、当社の取引先会社で構成される持株会（JBR取引先持株会　名古屋市昭和区鶴舞

二丁目17番17号）に加入しており、同持株会名義で所有する株式数は、次のとおりであります。

　ジャパンロックレスキューサービス株式会社 　239株

　株式会社BAC 　144株

２　当第１四半期会計期間末日現在において、当社は自己株式数4,959株（発行済株式総数に対する所有株式数の

割合7.20％）を所有しております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,522,767 4,531,071

売掛金 513,284 627,348

有価証券 100,148 200,156

商品 31,593 23,562

その他 414,950 532,803

貸倒引当金 △5,835 △67,572

流動資産合計 6,576,908 5,847,369

固定資産

有形固定資産 695,604 703,925

無形固定資産

のれん 7,694 6,732

その他 198,003 211,010

無形固定資産合計 205,697 217,743

投資その他の資産

投資有価証券 673,000 701,671

その他 594,997 572,538

貸倒引当金 △42,076 △42,083

投資その他の資産合計 1,225,920 1,232,126

固定資産合計 2,127,222 2,153,794

繰延資産 253,651 249,606

資産合計 8,957,782 8,250,770

負債の部

流動負債

買掛金 252,561 328,434

短期借入金 1,000,000 1,000,000

1年内返済予定の長期借入金 1,096,538 1,118,473

未払法人税等 369,610 22,898

賞与引当金 13,308 3,516

会員引当金 100,092 103,997

支払備金 6,609 6,131

責任準備金 159,260 165,056

その他 524,791 503,890

流動負債合計 3,522,771 3,252,397

固定負債

長期借入金 2,049,917 1,790,253

その他 548,285 569,622

固定負債合計 2,598,202 2,359,875

負債合計 6,120,973 5,612,273
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 756,860 756,860

資本剰余金 824,405 824,405

利益剰余金 1,450,655 1,386,167

自己株式 △252,766 △393,906

株主資本合計 2,779,155 2,573,527

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,631 4,723

その他の包括利益累計額合計 △3,631 4,723

少数株主持分 61,286 60,246

純資産合計 2,836,809 2,638,497

負債純資産合計 8,957,782 8,250,770
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 1,836,089 1,750,138

売上原価 988,982 979,905

売上総利益 847,107 770,232

販売費及び一般管理費 732,749 633,193

営業利益 114,358 137,038

営業外収益

受取利息 541 683

受取配当金 418 418

受取賃貸料 4,988 4,680

持分法による投資利益 － 3,679

その他 7,360 2,273

営業外収益合計 13,308 11,735

営業外費用

支払利息 6,580 7,338

貸倒引当金繰入額 － 61,921

持分法による投資損失 8,054 －

保険業法第113条繰延資産償却費 15,501 19,743

その他 1,450 648

営業外費用合計 31,587 89,652

経常利益 96,078 59,121

特別利益

固定資産売却益 120 －

投資有価証券売却益 24,202 －

特別利益合計 24,322 －

特別損失

固定資産除却損 358 －

投資有価証券評価損 16,852 －

その他 3,992 －

特別損失合計 21,204 －

税金等調整前四半期純利益 99,197 59,121

法人税、住民税及び事業税 40,847 20,467

法人税等調整額 14,356 38,282

法人税等合計 55,203 58,750

少数株主損益調整前四半期純利益 43,993 371

少数株主損失（△） △6,465 △1,039

四半期純利益 50,459 1,411
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 43,993 371

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,793 8,416

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △61

その他の包括利益合計 4,796 8,355

四半期包括利益 48,790 8,726

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,256 9,766

少数株主に係る四半期包括利益 △6,465 △1,039
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期連

結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無

形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費

のれんの償却額

43,501千円

1,565     

62,909千円

961     

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月23日

定時株主総会
普通株式 67,8991,000平成22年９月30日平成22年12月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 65,8991,000平成23年９月30日平成23年12月26日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 
 

報告セグメント
その他

(注)１　
合　計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３　

コール
センター 会員　

企業提携

　
加盟店　

少額短期

保険

自動車

賃貸　
計

売上高            

外部顧客へ

の売上高
183,829621,610848,62554,52993,41033,1031,835,1089811,836,089－ 1,836,089

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ 42,683100,154 － 71,406 － 214,244－ 214,244△214,244 －

計 183,829664,294948,77954,529164,81633,1032,049,3529812,050,334△214,2441,836,089

セグメント

利益

又は損失(△)

　

78,75954,374103,681△103,64542,8142,747178,731△43 178,688△64,329114,358

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、シンプルセキュリティ事業を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益の調整額△64,329千円には、セグメント間取引消去△4,881千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△59,448千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

　　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　（単位：千円）

 
 

報告セグメント
その他

(注)１　
合　計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３　

コール　
センター 会員　

企業提携

　
加盟店　

少額短期

保険

自動車

賃貸　
計

売上高            

外部顧客へ

の売上高
173,848466,285828,64042,875140,15797,6431,749,4496881,750,138－ 1,750,138

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ 1,529 － － 64,150 620 66,301 － 66,301△66,301 －

計 173,848467,815828,64042,875204,30898,2631,815,7516881,816,439△66,3011,750,138

セグメント

利益

又は損失(△)

　

58,33396,70050,942△77,58760,38311,559200,332△66 200,266△63,227137,038

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、シンプルセキュリティ事業を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益の調整額△63,227千円には、セグメント間取引消去△1,947千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△61,280千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

　　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの変更等に関する事項

　前第１四半期連結累計期間において「その他」に含まれていた「自動車賃貸事業」については、前連結会

計年度において量的な重要性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分

に基づき作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 747円05銭 21円86銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 50,459 1,411

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 50,459 1,411

普通株式の期中平均株式数（株） 67,545 64,560

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

――― ―――

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 平成24年２月14日

ジャパンベストレスキューシステム株式会社 　 　

　 取締役会　御中 　

　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧沢　宏光　　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　隆行　　印 　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャパンベストレス

キューシステム株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパンベストレスキューシステム株式会社及び連結子会社の平成23年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはⅩＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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